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平成24年度に実施した主な事業平成24年度に実施した主な事業平成24年度に実施した主な事業平成24年度に実施した主な事業
原発災害
対策事業

下水道の
災害復旧工事

くにみ幼稚園
（旧森江野小学校）
改修工事

国見小学校
プールの
改修工事

くにみももたん
ＦＭ放送（緊急雇用
創出基金事業）

国見小学校
スクールバス
送迎

まちづくり
推進事業（義経まつり、
ビッグツリーなど）

特別養護老人
ホーム国見の里
への支援

公共施設の除染や水田に放射性物質吸収抑制材
散布、果樹木洗浄、ガラスバッチ健康調査など
を実施しました。

公公共共施施設の設のの除除染や染や水や水水田にに放放射射性物性物物質質吸収吸収収抑抑制材制材
散布散布、布、果果樹木樹木木洗浄洗浄、浄、ガガラススバッチチ健健康康調調査な査など
をを実実施しましたた。

公共施設の除染や水田に放射性物質吸収抑制材
散布、果樹木洗浄、ガラスバッチ健康調査など
を実施しました。 9億2966万円9億9億2億29299666万6万万円9億2966万円

震災により破損した下水道を修理しました。震災震災災により破破損した下た下水下水水道を道をを修修理しましたた。震災により破損した下水道を修理しました。

2億142万円2億2億14242万2万万円2億142万円

旧森江野小学校を改修し、統合する幼稚園の
校庭や教室などを整備しました。
旧旧森江森江江野小野小学小学校学校を校をを改修改修しし、統合統合す合すするる幼稚幼稚稚園の園の
校校庭や庭やや教教室な室などどをを整備整備しましたた。
旧森江野小学校を改修し、統合する幼稚園の
校庭や教室などを整備しました。

1億6962万円1億6億696996262万2万万円1億6962万円
老朽化したプールを新しくしました。老朽老朽化朽化したプたププールールルをを新しくしましたた。老朽化したプールを新しくしました。

7066万円70700666万6万万円7066万円

毎週金曜午前10時から町の情報を発信してい
ます。
毎毎週金週金金曜午曜午午前100時か時から町の町のの情報情報を報をを発信発信してしてい
ます。す。
毎週金曜午前10時から町の情報を発信してい
ます。 2058万円202050558万8万万円2058万円

24年4月に統合した国見小学校まで各地区から
バスで送迎しています。
24244年4年44月にに統合統合したた国見国見小見小学小学学校校まで各で各各地地区か区から
バスバスでスでで送送迎してしていますす。
24年4月に統合した国見小学校まで各地区から
バスで送迎しています。 1986万円199886万6万万円1986万円

義経まつりや阿津賀志山ビッグツリーなどを
行いました。
義経義経経まつりやや阿阿津賀津賀志賀志志山ビッグツグツリーーなどどを
行行いましたた。
義経まつりや阿津賀志山ビッグツリーなどを
行いました。 660万円66660万0万万円660万円

国見の里の開所に向け、町道新設や土地提供
などの支援を行いました。
国見国見の見のの里の里のの開所開所所にに向けけ、町町道道新新設や設や土や土土地地提供提供
などのどの支の支支援を援をを行行いましたた。
国見の里の開所に向け、町道新設や土地提供
などの支援を行いました。 5747万円5757474747万7万万円5747万円
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れ
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。

　

地
方
交
付
税
や
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興

関
係
特
別
交
付
税
は
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減
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込
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。
ま
た
役
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舎
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流
の
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。

　各会計の決算書が関
係法令に準拠している
か、財政運営が適正か
を主眼として審査をし
ました。
　その結果、各会計と

も黒字であり、計画的な財政執行による収支
の均衡と健全な財政運営が行われていまし
た。
　また、健全化判断比率、資金不足比率審査
は、その算定と基礎となる書類が適正に作成
されているかを主眼として実施しました。
　その結果、いずれも適正に行われていまし
た。
　健全化判断比率は、実質公債費比率、将来
負担比率とも前年より下がり、早期健全化基
準を下回っているため、良好です。
　公営企業の経営状況は、水道事業会計、下
水道事業特別会計、土地開発事業特別会計の
いずれも資金不足はありません。 （抜粋）

決算審査報告
代表監査委員　佐藤　徳正
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平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
は
議
会
最
終
日
に
行
わ
れ
、全
議

案
が
原
案
ど
お
り
全
員
賛
成（
※
山
長
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英
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会

計
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滞
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収
も
実
施
。
25

年
度
は
専
門
家
に
依
頼
し
、
滞
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用
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１
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７
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０
０
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８
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上
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員
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長

健全化判断比率（％）

区　　分 24年度
（23年度）

早期健全化
基準

実質赤字比率※１ 赤字なし
（〃） 15.00

連結実質赤字比率※２ 赤字なし
（〃） 20.00

実質公債費比率※３ 11.1 (12.9) 25.00

将来負担比率※４ 78.3 (85.2) 350.00

※１　一般会計と公営事業を除く特別会計の赤字の割合
※２　公営事業を含む全会計の赤字額の合計の割合
※３　収入に対する負債返済の割合
※４　将来支払う見込みの負債割合


